
２０２５年１月３１日 

株式会社京葉銀行 

 

 
東京大学協創プラットフォーム開発株式会社の運営するファンドへの出資について 

 

 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷  俊行）は、東京都が創設し、東京大学協創プラット      

フォーム開発株式会社（代表取締役社長 植田 浩輔）が運営する「大学発スタートアップ等  

促進ファンド投資事業有限責任組合」（以下、「本ファンド」）に参画しましたのでお知らせいた

します。 

本ファンドは、大学を中心に豊富に存在している技術やノウハウを掘り起こすと共に、   

事業化を支援するため、主として地方を中心とした大学発スタートアップに投資・支援する   

大学系新興ファンド等へ出資を行います。さらに、ファンド・オブ・ファンズの形態をとる   

ことにより、東京大学の持つ投資のノウハウが各大学系新興ファンド等に共有され、幅広い  

地域からの投資対象の発掘・育成が可能となります。 

 

【本ファンドの概要】 

 

【本件スキーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※1GP：General Partner（ファンドの運営に責任を負う組合員） 

※2LP：Limited Partner（ファンドの運営に出資額を限度としてのみ責任を負う組合員） 

 

 

フ ァ ン ド 名 称 
大学発スタートアップ等促進ファンド投資事業有限責任組合   

（ASAファンド） 

無限責任組合員 東京大学協創プラットフォーム開発株式会社（東大 IPC） 

有限責任組合員 東京都、国立大学法人東京大学、当行他金融機関、事業会社等 

当 行 出 資 額 非開示 

運 用 期 間 ２０２４年２月２９日から１５年間 

投 資 対 象 
① 主に大学系新興ファンド 

② 各スタートアップ企業 



 

【ファンド出資を通じた社会課題の解決】 

 当行は２０３３年に目指す姿である「お客様満足度№１のソーシャル・ソリューション 

グループ」実現に向け、社会課題の解決を起点とするビジネスモデルを強化しております。 

 今後もファンド出資を通じて、企業のライフステージに合ったソリューション提供を行う 

ことにより、さらなる社会価値の創造、企業価値の向上を目指してまいります。 

 

 

以 上 

 

 


